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今回のテーマ：出勤簿じゃダメ？！ 

Ｑ．従業員の労働時間を管理する必要があると聞いたのですが、出勤簿じゃダメなんでしょ

うか？  

 

Ａ．労働時間の管理と言うことですが、正しくは労働時間の把握を求められているというこ

とです。厚生労働省が平成 29 年１月 20 日策定した「労働時間の適正な把握のために使用

者が講ずべき措置に関するガイドライン」によると「労働基準法においては、労働時間、

休日、深夜業等について規定を設けていることから、使用者は、労働時間を適正に把握す

るなど労働時間を適切に管理する責務を有している」とあります。出勤簿は、出退勤管理

は出来ますが、労働時間把握ができるわけではないので、適切ではないといえます。 

  労働時間の把握方法ですが「始業・終業時刻の確認及び記録」が求められています。ま

た、記録方法としては①使用者が、自ら現認することにより確認し、適正に記録すること

や② タイムカード、ＩＣカード、パソコンの使用時間の記録等の客観的な記録を基礎とし

て確認し、適正に記録すること、などが求められています。上記２の方法によることなく、

自己申告制によりこれを行わざるを得ない場合は、自己申告制も認められないわけで

はないですがその場合は、かなり厳格な運用が求められることに注意をする必要があ

ります。 

 

求められているのは、出退勤把握でなく労働時間の把握！ 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

一般社団法人滋賀県トラック協会 労務顧問   

糀谷社会保険労務士事務所 代表 糀谷 博和 

〒５２０-２３３１ 滋賀県野洲市小篠原1205 

湖東ビル ２階 2-2号室 

ＴＥＬ ０７７－５１８－１９６０ 

ＦＡＸ ０７７－５８６－７４８1 

E-mail  kojitani@ams.odn.ne.jp 

HP   http://www.office-kojitani.com/  

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

執筆者プロフィール 

滋賀県内外約４００社の企業を指導する中で培った人事労務の実務経験をベースにした

セミナーは分かりやすく、実践的であると大好評。最近では、「マイナンバーセミナー」に

て新聞・テレビなど、多くのマスコミの取材を受ける。セミナーはもちろん、雑誌への執筆

なども積極的に行っている。 

日本経営協会、商工会議所、商工会、大学などで、年間約８０回以上のセミナーを行う。 

 労務相談はお気軽に協会までご連絡ください！  
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